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　当社は昨年末にISOl4001;2015の更新審査を受け、認証の継続を果たしました。　当社は昨年末にISOl4001;2015の更新審査を受け、認証の継続を果たしました。　当社は昨年末にISOl4001;2015の更新審査を受け、認証の継続を果たしました。　当社は昨年末にISOl4001;2015の更新審査を受け、認証の継続を果たしました。

目標 実績 対目標評価

発生　0件 ○

1,231万円/年 △

388kw ○

9件/年 ×

6月に変更 ○

０化達成 ○

7.4% ○

　　2018年12月末日実績　　2018年12月末日実績　　2018年12月末日実績　　2018年12月末日実績 評価；○達成率100％以上

　　　　△達成率80％以上

　　　　×達成率80％未満

　　

発生したロス材をチップ状に粉砕し、再加工して用途に応じた比重・硬さのウレタン（チップウレタン）を製造しております。

産業廃棄物として処理されるウレタン材料の中でもリサイクルできる材料を分別し、成型品として加工することで、産業廃棄物排出量の削減に努め、

環境影響の低減に努めてまいりました。

２０１３年にデマンド監視装置を導入し、デマンド値（３０分間の平均使用電力）の見える化により、電気使用量の把握が容易なものとなりました。

デマンド値を監視することで、従業員の節電への意識を向上させることにも繋がり、直近の３年間では２０１６年：３８０ｋｗ、２０１７年：３８０ｋｗ、

２０１８年：３８８ｋｗにて推移し、目標値を達成しております。更に昨年は工場内照明の全社ＬＥＤ化に向けて、計画を立て動き出しました。蛍光灯に水

銀を使用しないＬＥＤに切り替えていくことは、環境問題の上でも大変重要であると考えています。今後は設備の生産効率を高めていくことも視野に

入れ、活動してまいります。

ａ，火災等緊急事態の発生　0件　　　　　　　　　　　　　　　  　　     

４．法的・その他の要求事項に適合する安全な製品を製造するとともに、環境影響の大きい化学物質削減に努める。４．法的・その他の要求事項に適合する安全な製品を製造するとともに、環境影響の大きい化学物質削減に努める。４．法的・その他の要求事項に適合する安全な製品を製造するとともに、環境影響の大きい化学物質削減に努める。４．法的・その他の要求事項に適合する安全な製品を製造するとともに、環境影響の大きい化学物質削減に努める。

全社にて避難訓練、放水訓練を実施し、火災発生の予防に努めてまいりました。昨年は火災予防強化の観点と世代交代を見据え、新たに防火管理

者を選任しました。２０１８年から、毎日オカウレ(株)工場周辺の清掃活動を行ない、景観悪化の防止と火災延焼防止に努めています。今後も安全管

理と防火体制の強化に努めてまいります。

５．産業廃棄物排出量を削減し、環境への負荷を軽減する。５．産業廃棄物排出量を削減し、環境への負荷を軽減する。５．産業廃棄物排出量を削減し、環境への負荷を軽減する。５．産業廃棄物排出量を削減し、環境への負荷を軽減する。

テープ付ウレタンの再利用に向けて、外注業者にテープ剥がしを依頼し、リサイクルに努めてまいりました。産業廃棄物としましては、約１．４ｔ/月程の

削減が出来ており、環境への負荷低減に努めております。

以上,当社以上,当社以上,当社以上,当社はははは今後今後今後今後ともともともとも環境環境環境環境にににに関関関関するするするする法令法令法令法令、、、、条例条例条例条例、、、、協定協定協定協定をををを遵守遵守遵守遵守してしてしてして全従業員全従業員全従業員全従業員はもとよりはもとよりはもとよりはもとより、、、、関係会社関係会社関係会社関係会社のののの関係者全員関係者全員関係者全員関係者全員でででで

環境影響軽減活動環境影響軽減活動環境影響軽減活動環境影響軽減活動にににに取取取取りりりり組組組組んでんでんでんで参参参参りますのでりますのでりますのでりますので、、、、今後今後今後今後もももも皆様方皆様方皆様方皆様方のごのごのごのご指導指導指導指導、、、、ごごごご鞭撻鞭撻鞭撻鞭撻をををを賜賜賜賜りますようりますようりますようりますよう、、、、何卒何卒何卒何卒よろしくよろしくよろしくよろしく

おおおお願願願願いいいい申申申申しししし上上上上げますげますげますげます。。。。

d，第一種指定化学物質 2018年/6月までに0化　　　　　　   

（※節電活動件数；2件/月＝24件/年）

　　　　ウレタンウレタンウレタンウレタン製品加工製品加工製品加工製品加工のののの専門工場専門工場専門工場専門工場としてとしてとしてとして、、、、ウレタンリサイクルウレタンリサイクルウレタンリサイクルウレタンリサイクル製品製品製品製品のののの拡大販売拡大販売拡大販売拡大販売やややや環境環境環境環境ビジネスへのビジネスへのビジネスへのビジネスへの展開展開展開展開をををを見据見据見据見据ええええ

たたたた企業活動企業活動企業活動企業活動をををを実践実践実践実践することがすることがすることがすることが環境環境環境環境へのへのへのへの配慮配慮配慮配慮とととと考考考考えておりますえておりますえておりますえております。。。。生産活動生産活動生産活動生産活動においてはにおいてはにおいてはにおいては省省省省エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー化化化化をををを推進推進推進推進するするするする

とともにとともにとともにとともに徹底徹底徹底徹底したしたしたした防火防火防火防火・・・・防災活動防災活動防災活動防災活動のののの実践実践実践実践をしておりますをしておりますをしておりますをしております。。。。

当社の環境目標と昨年の実績は、以下の通りです。

2018年　当社が重視して取り組みました内容は以下の通りです。2018年　当社が重視して取り組みました内容は以下の通りです。2018年　当社が重視して取り組みました内容は以下の通りです。2018年　当社が重視して取り組みました内容は以下の通りです。

チップ工程にて使用中の有機溶剤に対し、安全衛生面から特定健康診断及び作業環境測定の実施を推進してまいりました。２０１８年度は長年、着

手してまいりました、第一種指定化学物質無含有の接着剤への切替を６月に完了し、安全衛生面及び環境面において、大きく貢献することが出来ま

した。作業者が安心して働くことが出来る会社作りをテーマに今後も活動してまいります。

２．チップ製品、環境関連商品の販売を拡大し、自社製品の環境影響の軽減を小さくする。２．チップ製品、環境関連商品の販売を拡大し、自社製品の環境影響の軽減を小さくする。２．チップ製品、環境関連商品の販売を拡大し、自社製品の環境影響の軽減を小さくする。２．チップ製品、環境関連商品の販売を拡大し、自社製品の環境影響の軽減を小さくする。

１．防火体制と緊急事態への対応を確立して、火災を発生させない工場作りと被害の最小化を期す。１．防火体制と緊急事態への対応を確立して、火災を発生させない工場作りと被害の最小化を期す。１．防火体制と緊急事態への対応を確立して、火災を発生させない工場作りと被害の最小化を期す。１．防火体制と緊急事態への対応を確立して、火災を発生させない工場作りと被害の最小化を期す。

発生したロス材をチップ状に粉砕し、再加工して用途に応じた比重・硬さのウレタン（チップウレタン）を製造しております。

産業廃棄物として処理されるウレタン材料の中でもリサイクルできる材料を分別し、成型品として加工することで、産業廃棄物排出量の削減に努め、

環境影響の低減に努めてまいりました。

b，エコ関連商品の拡大販売　1,500万円/年に対して　　　

c，電力使用効率　デマンド値；400kw以下に対して

（※第一種指定化学物質；ジクロロメタン）

（※紙付断材の剥がし重量％＝産廃比　6％以上）

３．ウレタン加工に必要な動力、照明及び熱源、重油の使用効率を高める生産システムを構築する。３．ウレタン加工に必要な動力、照明及び熱源、重油の使用効率を高める生産システムを構築する。３．ウレタン加工に必要な動力、照明及び熱源、重油の使用効率を高める生産システムを構築する。３．ウレタン加工に必要な動力、照明及び熱源、重油の使用効率を高める生産システムを構築する。

e，産業廃棄物量の監視
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